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､ 価 さ れ てよV,と思 う.
前 文 は不馴れの為生硬の所 多 く 亦 意 味 の よ く と れ な い 所 も あ っ て 到 底 完 全 と -vi 舌
え な い が出来るだけ努力した 積 り で あ る . 特 に 術 語 に つ い て は 適 訳 を 見 付 け る こ と
が む つ か しかったので,勝 手 に 我 や で つ け た も ･の が 多 い ･ . こ れ 等 に は 原 語 を 附 記 し
て 置 い た .･
終 り に ,我々に翻訳の承諾 を 快 よ く 与 え ら れ た 原 著 者 F . k o llm a n n 廃 土 及 び 出
版 社 ゼ 参 も VDl当局,亦 本 訳 文 の 出 版 許 可 を 与 え ら れ 転 G . H . Q . の C . I. E . 当
局 に 対 し て厚 く感謝の意を零 し た ∨ ､･
錦 , G .班.Q,C.I.E の許 可 番 号 は 0 7 3 . 0 7･4 41■で あ る .
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此の案に依れば,木繊惟坂は爾後, 多孔質 (hochpor63e) (容積東 180kg/ma迄),
孔質 (por6se) (容積霊 180-400kg/m3),･牛硬質 (halbhart)(容済ま 400-850kg
/mS)硬質 (harte)(容積重 850kg/m3以上),及び特殊硬質 (besondersgeh墾tete)′
(容積富 850kg/m3以上)の分類に整理されている.
12琴 造 ⊂文献 3･4･7･10･11･12〕
120原 料 (Rohstoffe)
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下部を通じて承 り出され,ち. 白動的運転を行 う場合には加圧されない部分が生ずる
と言う事に注意しなければならない.
121,2 乾燥,圧締,乾枯'(Klimatisiqrung)
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機械的性質は良い･第4図は弾性係数と容積壷との関係,第.5図は引張強度と容鎮
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第5図 硬質木繊維板の容積享と引張強度との関係
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第6図 硬質木繊維板の容積重と曲げ強度との関係
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衝撃破壊仕事のみ容積重の増 加 と共に 僅かに減 少す るが其の関係は殆ど明瞭では
た∨､.
結合剤のない硬質繊維板例 えば ツェファジッ ト(Zefasit)i71ロナ-ル(Tronal)




･硬質木繊維謬着板 (harte Holzfaser-Leimplatten) は木繊維硬質板 (由olz-
faser-Hartplatten) よ りも厚いもの,例えば厚さ 10mm の如きものも作られる･
第1表は最も重要な種々の繊維板の基礎的性質に就いての一覧表である･
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繊維板の重要な性質についての試験は _DIN52350′紋練板及び飽層板 (Spanpl-









21 物 理 的 性 質
210 容積重 (Rohwichte),面積書 (Flachengewicht).
厚み公差 (Dickentoleranzen)
寸法及び重量はすべて1辺 15cmlP5ケの正方形試験片の平均値を以て定めた.




の交点の4ヶ所也於ける測定値の平均を以て決定した. 1辺の長さ b｡,lu はノギ




求めた. (添字 uは与えられた含水率uの状態を,dは絶乾状態を示す) .
容積重は 5kg/m3,面積垂は 0.1kg/m2に括約した.板の実際的な要東に対して
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れ.i,.比の保温性と言う点広関しては繊維板は他の多 くの構築材料を凌 駕 して い
-る.容積重の同じ材料と甚較する場合,'繊維板は勿論,優秀な絶縁材である.容積
重と木繊稚板の熱伝導率 (Warmeleitzahl)との関係を凝孔板 (Matt),コルク
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青 め 高 さ (周 波 数)
屡 々なる繊鰐板の音響吸頻度 (ZEIIERによる)
(a) 固い壁につけた厚さ 13mmの軟質板.
(b) 壁から 5cmの距離rT置いた厚さ 13mmの軟蜜坂











でない･何故なれば壁の比重は著るしく変化するものではなく, その た め.防曹性
(Laftschlallisolation)_は実際的には同様であるからである.














221-重 拍 性 (Zusamme云drlickbgrkeit)I






験を完全にす るに は荷重増加及び除去の場合の圧縮図 (Zusammendrilckungs･
schaubil_d)即ち第13図を画 く事が必要セある.
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引張強慶 の B は
q-三吉 〔kg/cm2〕
P;破 壊 荷 重･･･-kg
b;試験片の幅･--cm
42
















試験片時厚さ 6.mm 迄の板に於て転帽 50mm,それより厚い場合には幅 75fnmJ
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衝撃曲げ試験は DIN52350(1943)笹依れば厚さ 0.7cm 迄の板については長さ
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第.4表 二 三 種 の 木 一輝 推
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軽 木 繊 維 防 看 板
(Homogenholq)
硬 質 木 繊 維 板
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場合は,充分乾燥されるから,普通の腐朽菌に浸される事はない.殊に木材よりも′
平衡含水率が低いのでその危険は少ない..板の醸造上の担虜,及び構成上に妖点あ

























繊維板は勿論,繰 り返して言う如 く元来艶性のものであ.a･耐火剤 (Feuersc'h-
ut云甲ittel)を板製造前に繊維粥状 (Faserbrei)の時に与えるか,或は完成した
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板 に 浸 潤せしめる中, 叉 は 塗 布 す る 事 に よ り 耐 火 性 は 向 上 す る . (文 献 16〕,･ 燃 性
( B rehnbaikeit■) を測定 す る た め に 種 々 顕 る 方 法 が 提 案 さ れ て い る . 而 し て L
M ET Z 及び H.-SEEKAM P 〔文 献 22〕,. の 方 法 が 最 も 良 く 用 い ら れ て い る . そ の 方 法 ＼
注 30 × 75cm之の板を鉄 の 枠 中 に 垂 直 に 張 り , そ の 下 部 重 体 に 亘 っ て , 一 様 に ガ ズ
檀 (G asflamme) を与 え , そ し て 板 の 発 火 (E n tmi m 甲 u n g), 高 温 面 上 の 火 の
伝 達 (W eiterleitung), 燃 焼 速 度 (B re n n ge s坤 w in d igk e it) 及 び 反 対 面 に 於 け る
Lr~ゝ_.
温 度 の 変 化 (Te,mperatu rverla u f,), 熱 源 蔭 去 後 の 然 焼 (N a ch breln n en ) 及 び 発
火 .(N a chglim長en), 更 に 全 部 の 分 解 の 程 度 (G rad d er G e sa m tzerst6ru h g)
を 測 定 す るのである. 此 の 方 法 に よ る 試 験 に て は 激 し い 弱 火 情 (h eftige S tich fト
a m m e ) で (温度 7200C ) 無 処 理 の 硬 質 板 に て は 著 る し く 高 い 燃 焼 速 度 を 示 す 事 が
認 め ら れ た. 耐火剤を塗 布 し た 軟 質 坂 は 嚢 処 理 の そ klJ よ り も 燃 焼 速 度 は 倭 に 小 さ
V ,. 火 鳩 の除去後, 格は 直 ち に 沿 え る が 然 し 強 い 延 焼 が 認 め も れ た . 此 の 除 去 後 の
燃 焼 は 耐 火剤を浸潤せ し め 尭 軟 質 板 の 場 合 に も 認 め ら れ た . 然 し 頭 上 の 実 験 に 庸 い
た 実 験 材 料は個々の板 に ? い て 樹 種 ･ 孔 隊 量 , 板 の 厚 み ･表面の状態,板嚢造ゐ方























第15囲 ポ ル 7.に依る勢断試験
(ら) 破壊を生ぜしめた硬質木繊維
(多くの暦を勝者したもの)
第16区仁勢新装儀による試験
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